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点となっている WolfgangSchadewaldt, Von Homers Weltund Werk 1944 
に加えて，以下の 9冊を熟読して進められた。
Joachim Latacz, Der erste Dichter der Abendlands 1985. Arbogast 
Schmitt, Selbstandigkeit und Abhangigkeit menschlichen Handeln bei 
Homer Hermeneutische Untersuchungen zur Psychologie Homers 1990. Thomas 
A. Szlezak, Homer oder Die Geburt der abendlandischen Dichtung 2012. 
M. L. West, The Making of the Iliad 2011. , The Epic Cycle 2013. 
, The Making of the Odyssey 2014. Jonas Grethlein, Die Odyssee 
Homer und ,die Kunst des Erzahlens 2017. Gustav Adolf Seeck, Homer Eine 
Einfiihrung 2004. Antonios Rengakos• Bernhard• Zimmermann (Hrsg.) 


























































































Gunter Nesselrath, in: Homer Handbuch 2011)によると， ヴォルフは決し
て分析論に自足せず，統一論との間で動揺していたと捉えられている〔S.178〕。
ヴォルフヘの賛成，一層の徹底そして反対，この三つの方向がドイツのホ. . . . . . 







ドイツ（ドイツ語圏）で目白押しであった。その代表として Ch.G, Hey,ae, 














後出版されたシェレハの作品 (Renatavon Scheleha, Patroklos Gedanken 






そのIlias-Studien(1938)とVonHomers Welt und Werk (1944)はVico-












〔Hellasund Hesperien, 1970, S. 14J。
シャーデヴァルトを円の中心にして，顕著な業績を挙げたドイツ語のホメ
ロス書を著した学者を列挙する。 S.T. Kakrides, G. Finsler (シャーデヴァ
ルトの先駆けと言ってよい）， H.Pestalozzi, W. Kullmann, M. Reichel, P. F. 
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20世紀後段代表するウェスト (M.L. West) と並ぶ古典学者であるカーク
(G. S. Kirk)がいる。他に A.B. Lord, G. Nagy, M. Foleyが研究業績を上











Silra Montiglio, Silence in the Land of Logos 2000である。『オデュッセ． 
イア』の中のペネロペイアの沈黙，そこに秘められている女性性の闊明は大
層興味深い。後者は J.E. de Jong, Narrators and Focalizers 1987, A 
Narratological Commentary on the《Odyssey》2001である。物語 (narra-




























しか伝えられていない）の総称である。 1: 『キュプリア』 (taKypria), 2 : 
『アイティオピス』 (Aithiopis), 3 : 『小イリアス』 (Iliasmikra), 4 : 『イ





















Homer Handbuch Leben-Werk-Wirkung (Hrsg.), A. Rengakos, B. 
































































































1973)を叙す。私がオットーの主著DieGotter Griechenlands Das Bild des 






































































































































































































































































































































Kaiser, Peleus und Thetis: Eine sagengeschichtliche Untersuchung, 
Munchen)である。その後やっと 1991年にはじめての詳しい研究書が出た。
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の断片に触れられており，パウサンアス『ギリシア案内記』 (3.14,4-6〕に







＊ 「倍心深い」と松平に訳されている uμuμcov(アミュモーン）は英語では excel-
Jent, noble, blamelessである（オックスフォード『希英中辞典』）。 12日目に
（細饂四）神々は戻ってくるとホメロスがしたのは G.S. Kirkの注釈書による
と，アキレウスの怒りを長引かせること，クリュセイスがアボロン神官の父の所
へ着<B数もあわせて考えてのものとしている。 TheIliad: A Commentary Vol. 






































と， これはホメロス作品の現われ始めた GenderStudies (女性研究）にま
だ捉えられていない問題である。
語り (Erz出hlen,Dichten)の奥に響き広がるテティスの存在性， ここへ




テティスの力についてはスラトキンの一書 (LauraM. Slatkin, The 










































































































































































































































と vacju—の二つは va 「吹く」という起源から生じた [p. 177〕。途中を
省略し， p.186-88に進む。三つの文献が紹介されている。
① Eduard Schwyzer, Drei griechische Worter, in: Rheinisches Mu-
seum, 1931, 80, 213-17. 彼は μfJvt<;はmnaというルーツから発したこ
と， mnaはmi-mine-sko「思い出す」そして mnaomai「～に心が向
かう」という意味であると言う。しかし彼はこのエテュモロジーに自信
44 明治大学教養論集通巻531号 (2017• 12) 
を失う。
②この語源説明を再び復活させたのがCalvertW orkins, A propos de 
MHNJI, Bulletin de la Societe de Linguistique de Paris 72, 187-209, 
















③ Patrick ConsidineはTheIndo-European Origin of Greek MHNir, 
in: Transaction of the Philological Society 1985, 144-70で上記の①と
②へ不満を表した。彼は両Vt<;のエテュモロジーについて無視されてき
た異なった仮説を復活させた。このことの示唆は， 1949年 CarlDar-
ling Buck, A Dictionary of selected Synonyms on the Indo-European 
Language, Chicago でなされている。そこでも容易に ~aivco 「行く」：
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征，艇： μuiv6μm,「怒る」： μi-,μit, そこからコイネーギリシア語の














































での彼の講演『歌う人と語る人』 (Dersingende und der sprechende 
Mensch)におけるオットーからの引用である。ホメロスがミューズの歌と
して歌うこと・語ることこそ，ギリシア精神の生成である。哲学徒，ギリシ








































年） 6月， ウィーンの行きつけの学術書店で ManfredGeier, Wittgenstein 




























































































と言ってよい。詩人 (Dichter)でなく，物語を作る人 (Erzahler) と彼を
呼ぶ方が適切である， とはゼーク (GustavAdolf Seeck, Homer Eine 













たと述べている〔HeidenWhite, Metahistory the Historical Imagination in 
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しなくもミシェル・フーコーの知の考古学，歴史的アプリオリ，臨床医学に
おける死，眼差し，言葉，空間ということをホメロスに繋げている自分を発
見した。考えるとは根源的になることである。ホメロスは古典学の既成の動
きを去って，フーコー的な問いからこそ読むべきと思っている。詳説は次な
る機会を得て。
〔4〕
アドルノとホルクハイマーの共著『啓蒙の弁証法』 (Dialektikder Auf-
klarung)の中の「オデュッセウスあるいは神話と啓蒙」は，マルクス主義
（ネオマルクス主義）の図式にはまりすぎてはいるが，ホメロス作品世界を
我々が考えるとき，一応読み考えるべき鋭さを持っている。
〔5〕
私はホメロスの二作品に触れる前22歳のとき，郷里小樽の古本屋（現在
も存続）で和辻哲郎の『ホメロス批判』（要書房 昭和21年出版）に出会い，
迷わずすぐ購った。パラパラめくったが，全く歯が立たなかった。それが54
年後の今， とても楽しくこの和辻の著作が開けている。和辻には私は大いに
反撥し，批判を私の著書『景観哲学をめざして』と『景観哲学への歩み』で
繰り出しているが，このホメロス論だけは今も書斎のホメロス文庫に雄姿を
見せている。
（かくた・ゆきひこ 元農学部教授）
